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地理「経済発展を目指す東南アジア」
年　　　組　　　番

名前

1．東南アジアの国々の民族構成と農業
⑴　資料Ⅰから、マレーシアの民族構成の特徴を挙げてみよう。

⑵　資料Ⅱや地図帳を参考に、東南アジアの国々の主な農作物をまとめてみよう。

国 主な農作物
タイ （例）　米　天然ゴム

ベトナム （例）　米　コーヒー　茶
マレーシア （例）　油やし　天然ゴム
フィリピン （例）　バナナ

インドネシア （例）　米　油やし　コーヒー　香辛料　
　　  天然ゴム

2．工業化の波とASEAN
⑴　資料Ⅲから、1991年と 2018年に日本企業が進出した数が
　　多い国と1991年から2018年の増加数が多い国の順位を下
　　の表にまとめてみよう。

1991年 2018年 増加数
１位 タイ タイ タイ
２位 シンガポール シンガポール ベトナム
３位 マレーシア インドネシア インドネシア
４位 インドネシア ベトナム シンガポール

⑵　日本などの企業が東南アジアの国々に進出する理由を考えてみよう。

⑶　東南アジアの多くの国が加盟している、貿易の活性化や　
　　地域の安定を目指して結成された組織を何といいますか。

３　都市化とその課題
仕事を求めて都市部に人が集まった結果、都市部ではどのような問題が起きたのだろうか。

（例）　�マレー系や中国系、インド系などさまざまな民族が�
一つの国に暮らしている。

（例）　�工業団地が整備されていたり、すでに多くの企業が進出したりしていて環境が整っている
ほか、低い賃金で労働者を雇うことができるから。

東南アジア諸国連合（ASEAN）

（例）　�粗末な建物が密集し、上下水道などが整備されていないスラムが拡大したり、交通渋滞や車
の排ガスによる大気汚染が深刻になったりしている。

資料Ⅰ　マレーシアの民族構成

資料Ⅱ

本時のまとめ

（例）　工業団地の整備や安い労働力を生かして、日本などの外国企業を招き、電気機械工業や自動車
　　　工業の工場を増やしてきたから。

◆　�東南アジアで工業化が進んだ理由について、説明しよう。
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